
2021年3月15日発行（毎月1回15日発行）第75巻3号　ISSN 1342-5226

2021
March

3
2
0
2
1
年
3
月

2
0
2
1
年
3
月
15
日
発
行

　第
75
巻
3
号

 

●
新
型
コ
ロ
ナ
と
ど
う
向
き
合
え
ば
良
い
か
考
え
る
‼

定
価  

本
体
７
２
０
円
＋
税

 新型コロナと
 どう向き合えば良いか考える！！
 どうすれば、このコロナ禍を乗り越えられるのか
 木村良一

 
 大局大説
 医療者から見た医療費抑制政策の行方
  ―皆保険下の医療のコストベネフィット―
 高瀬浩造
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発
医
薬
品
と
治
療
学
的
に
同
等

で
あ
る
も
の
と
し
て
製
造
販
売

が
承
認
さ
れ
た
後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
、以
下
G
E
）は
、研
究

開
発
に
要
す
る
費
用
が
低
く
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、先
発
医
薬
品
に
比
べ

て
薬
価
が
安
い
の
で
、こ
れ
が
普
及
す

る
と
患
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
医
療
保

険
財
政
の
改
善
に
も
資
す
る
。

　

保
険
医
療
に
お
い
て
G
E
の
普
及

が
遅
れ
て
い
た
の
は
、多
数
の
G
E
企

業
の
参
入
と
過
当
競
争
、処
方
に
対
応

し
た
品
揃
え
の
困
難
、品
質
や
安
定
供

給
に
対
す
る
医
療
機
関
等
の
不
信
感
、

医
薬
品
情
報
の
提
供
と
利
用
に
つ
い

て
の
不
安
、先
発
医
薬
品
か
ら
得
ら
れ

る
大
き
な
薬
価
差
益
な
ど
、種
々
の
要

因
が
複
合
的
に
絡
ん
で
い
る
。

　

経
済
成
長
率
を
上
回
る
医
療
費
の

増
加
が
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

る
今
、医
療
費
適
正
化
に
よ
る
国
民
負

担
の
軽
減
・
効
率
化
は
重
要
な
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
大
き
な
柱
の

1
つ
が
G
E
の
使
用
促
進
で
あ
り
、こ

れ
ま
で
次
の
よ
う
な
施
策
が
逐
次
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は「
後
発
品
処

方
加
算
」（
2
0
0
2
年
度
〜
）、「
医

療
費
通
知
に
お
け
る
負
担
軽
減
可
能

額
の
記
載
」（
06
年
度
〜
）、「
処
方
せ
ん

様
式
を
改
正
し
医
師
が
変
更
可
と
判

断
し
た
場
合
に
患
者
の
選
択
に
よ
り

G
E
に
変
更
可
」（
06
年
度
〜
）、「
保
険

薬
局
に
お
け
る
調
剤
体
制
加
算
の
創

設
と
そ
の
基
準
割
合
の
段
階
的
変
更
」

（
08
年
度
〜
）、「
別
剤
形
G
E
、別
規
格

G
E
へ
の
変
更
を
可
」（
10
年
度
〜
）、

「
一
般
名
処
方
加
算
」（
12
年
度
〜
）、「
上

市
か
ら
12
年
が
経
過
し
た
G
E
薬
価

の
統
一
、長
期
収
載
品
の
薬
価
の
段
階

的
引
下
げ
」（
18
年
度
〜
）―
―
な
ど
が

あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
に
よ

り
、G
E
の
薬
剤
費
に
占
め
る
割
合
は
、

05
年
9
月
診
療
分
の
32
・
5
％
か
ら
20

年
9
月
に
は
78
・
3
％
と
政
府
が
閣
議

決
定
し
た「
骨
太
の
方
針
」に
掲
げ
ら

れ
た
目
標
の「
20
年
9
月
ま
で
に
80
％
」

に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
、中
堅
メ
ー
カ
ー
の
小

林
化
工
が
承
認
外
の
製
造
手
順
で
製

造
し
た
医
薬
品
に
よ
っ
て
死
亡
事
故

等
が
発
生
す
る
な
ど
計
16
品
目
の
違

反
事
例
が
判
明
し
た
。さ
ら
に
、G
E

業
界
ト
ッ
プ
の
日
医
工
は
20
年
の
一

年
間
で
累
計
39
品
目
を
自
主
回
収
す

る
な
ど
、G
E
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
不
良

医
薬
品
の
回
収
事
案
が
多
発
し
、G
E

の
品
質
等
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ

て
使
用
促
進
の
流
れ
を
妨
げ
る
極
め

て
残
念
な
事
態
と
な
っ
た
。

　

G
E
の
使
用
促
進
と
良
質
な
製
剤

の
安
定
供
給
の
両
立
を
図
る
政
策
が

必
要
と
な
る
が
、そ
の
た
め
に
は
ま
ず

メ
ー
カ
ー
自
身
の
薬
事
関
係
法
令
、医

薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の

基
準（
G
M
P
）な
ど
の
順
守
徹
底
が

基
本
と
な
る
。

　

そ
の
上
で
現
行
薬
価
基
準
制
度
に

つ
い
て
も
、最
低
薬
価
制
度
・
不
採
算

品
目
の
薬
価
引
上
げ
ル
ー
ル
・
基
礎
的

医
薬
品
の
薬
価
に
つ
い
て
の
一
体
的

見
直
し
、良
質
な
G
E
の
安
定
供
給
に

資
す
る
薬
価
基
準
の
あ
り
方
な
ど
、総

合
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
も
良
い
。

　

ま
た
、一
般
名
処
方
の
原
則
化
の
検

討
、さ
ら
に
は
今
回
の
不
祥
事
対
応
も

含
め
安
定
供
給
と
品
質
の
観
点
に
立
っ

た
G
E
の
薬
価
収
載
ル
ー
ル
の
明
確

化
な
ど
、G
E
業
界
自
体
の
改
革
も
視

野
に
入
れ
た
多
面
的
・
包
括
的
な
視
点

に
立
っ
た
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

先

良質で信頼できる
後発医薬品の安定供給

164

視 

点




